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車　：中国自動車道滝野社 ICから約 15分
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社会系教科マネジメントコース 小倉拓郎先生
田谷の洞窟保存実行委員会　

小学校教員養成特別コース 吉川修史先生　

生活・健康・情報系教育コース 
小林裕子先生　

防災と教育についての年表や、防災教育に関わる教科書の紹介も。

先端教職課程カリキュラム開発センター
濵野清先生
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　今回企画展のテーマである「間（あいだ）の防災」とは、防

災を「災害」と私たちの「生活」との「間」にあるものと捉え、「阪

神・淡路」での出来事から30年が経過しようとする今日、改

めてその在り様について考えようとするものです。

　したがってここで取り上げる災害とは、主に自然災害を意味

しており、企画展の趣旨としては、その背後にある自然現象、

さらには自然環境などといった存在との「間」も視野に入れ、

それらの諸事象と私たちの生活とのバッファー（緩衝帯）にお

いて、何ができるのか、何を為すべきかについて考えることを

企図しています。

　設置されたコーナーにおいては、「ひととひと」、「ひとと自

然」、「ひとともの」、「日常と非日常」、「過去と未来」の5点を

主軸として挙げていますが、それは「防災」というものが、そ

れぞれの「間」から多角的に捉えられることを意味しています。

したがって、ご覧いただく皆さまにも、それらの解釈について、

展示された諸資料ともども批判的に吟味いただき、その上で自

分たちにとっての「間（あいだ）の防災」がどう在るべきなのか、

ぜひご一考いただければ幸いです。

先端教職課程カリキュラム開発センター　濵野清
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